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近
年
に
至
る
ま
で
、「
少
女
小
説
」
は
研
究
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

そ
の
状
況
を
『
少
女
小
説
事
典
』（
二
〇
一
五
年
）
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

少
女
小
説
は
長
い
間
、
文
学
の
下
位
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
扱
わ
れ
、
本
格
的

な
研
究
や
評
価
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
男
性
／
女
性
／
少
年
／
少

女
と
い
う
階
層
構
造
の
も
と
で
、
周
縁
文
化
と
し
て
〈
不
可
視
〉
の
扱
い
を

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
近
年
よ
う
や
く
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る（

１
）

ま
た
、
同
事
典
の
項
目
「
評
論
」
に
お
い
て
、
千
野
帽
子
は
、「
一
九
九
〇
年

以
降
、
少
女
小
説
論
は
児
童
文
学
や
近
代
文
学
の
枠
組
自
体
を
問
う
方
向
に
発
展

し
た
。「
文
学
」
一
般
の
論
じ
か
た
の
偏
り
や
硬
直
を
、
少
女
文
化
を
視
野
に
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
正
す
る
方
向
に
進
ん
だ
、
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
」
と
述

べ
る（

２
）。

こ
の
よ
う
に
、「
少
女
小
説
」
は
研
究
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
歴
史
を
通
観
し

よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
は
、
批
評
的
言
説
を
辿
る
こ

と
で
、「
少
女
小
説
」
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
考
察
す
る（

３
）。

一
、
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

一

－

一
、「
少
女
小
説
」
と
は
何
を
指
す
の
か

こ
の
節
で
は
、「
少
女
小
説
」
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
動
向
を
、
こ
こ
十
数
年

の
間
で
発
行
さ
れ
た
単
行
書
を
対
象
と
し
て
、
確
認
し
た
い
。

菅
聡
子
が
編
者
で
あ
る
『〈
少
女
小
説
〉
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
二
〇
〇
八
年
）

は
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
長
期
間
に
渡
る
「
少
女
小
説
」
の
動
向
を
捉
え
、
文

学
批
評
の
対
象
と
し
た
先
駆
的
な
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
少
女
小
説
」
を
、

「
ゆ
る
や
か
に
考
え
て
、
少
女
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
書
か
れ
た
作
品
」
と
捉

え
て
い
る（

４
）。

『
少
女
小
説
事
典
』（
二
〇
一
五
年
）
は
、「
少
女
小
説
と
は
、
主
と
し
て
十
代

の
少
女
読
者
を
対
象
と
す
る
、
児
童
文
学
よ
り
も
や
や
大
衆
的
な
小
説
を
指
し
て

い
る
」
と
定
義
す
る（

５
）。
つ
ま
り
読
者
が
誰
か
が
、
ジ
ャ
ン
ル
規
定
を
す
る
と
い
う

見
方
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
橋
崇
行
に
よ
る
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
か
ら
見
た
少
女
／
少
年
小
説
史
』
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（
二
〇
一
四
年
）
は
、「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
起
点
と
し
て
〈
少
女
小
説
〉〈
少
年
小
説
〉

に
立
ち
戻
り
、
そ
の
上
で
小
説
、
ま
ん
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

日
本
の
物
語
文
化
を
見
渡
す
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
日
本
文
化
の

風
景
が
見
え
て
く
る
」
と
述
べ
る（

６
）。

す
な
わ
ち
、「
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
文
化
」
の

礎
を
「〈
少
女
小
説
〉〈
少
年
小
説
〉」
と
見
る
の
で
あ
る（

７
）。

大
橋
は
、「
少
女
小
説
」

を
「
欧
米
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
日
本
独
特
の
小
説
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
一
般
的

に
は
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
を
総
称
」
す
る
も
の
だ
と
す

る（
８
）。

ま
た
、「〈
児
童
文
学
〉
が
大
人
向
け
に
書
か
れ
た
〈
文
学
〉
の
価
値
観
を
児

童
期
の
読
者
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
も
う
と
し
た
」
の
に
対
し
、「〈
少
女
小
説
〉〈
少

年
小
説
〉
は
児
童
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
エ
ン

タ
テ
イ
メ
ン
ト
小
説
」
だ
と
す
る（

９
）。

だ
が
、
そ
も
そ
も
、
何
が
「
文
学
」
で
何
が
「
大
衆
的
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
エ

ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
小
説
」
と
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
自
体
が
単
純
に
は
捉
え
難
い
問

題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
川
端
康
成
は
少
女
雑
誌
で
「
少
女
小
説
」
を
記
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
大
衆
小
説
と
捉
え
る
研
究
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
川
端

康
成
の
筆
名
に
よ
る
『
乙
女
の
港（

（1
（

』
を
、「
少
女
小
説
」
と
す
る
見
方
に
異
論
を

唱
え
る
者
も
少
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
一
線
を
画
し
、
目
黒
強
は
、『〈
児
童
文
学
〉
の
成
立
と
課
外
読
み
物

の
時
代
』（
二
〇
一
九
年
）
で
、「
課
外
読
み
物
」
と
い
う
枠
組
み
を
提
起
す
る
。

明
治
期
に
お
け
る
公
教
育
の
普
及
は
、
本
や
雑
誌
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
雑
誌
に

投
稿
で
き
る
読
者
を
育
て
た
と
い
う
点
で
、〈
児
童
文
学
〉
の
誕
生
を
促
し
た（

（1
（

。

「
課
外
読
み
物
」
と
は
、「
学
校
で
指
定
さ
れ
た
教
科
書
や
参
考
書
以
外
の
読
み

物
」
を
指
し
、「
児
童
・
生
徒
に
適
し
て
い
る
と
い
う
価
値
判
断
を
内
在
さ
せ
て

い
る

（
（1
（

」。
そ
の
成
立
要
件
は
正
課
活
動
と
し
て
の
「
公
教
育
の
普
及
」
と
、
対
象

と
し
て
の
「<

児
童
文
学>

の
成
立
」
だ
と
説
明
す
る（

（1
（

。 

目
黒
強
は
、「
少
女
小
説
」

も
課
外
読
み
物
だ
と
捉
え
て
い
る
。

一
－

二
、
「
少
女
小
説
」
と
い
う
名
称

続
け
て
こ
の
節
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
草
創
期
で
あ
る
近
代
日
本
に
お
い
て
、「
少

女
小
説
」
と
は
ど
の
よ
う
な
読
み
物
を
指
し
た
の
か
、
主
に
こ
こ
十
数
年
の
先
行

研
究
の
知
見
を
確
認
す
る
。

久
米
依
子
は
、
日
本
で
最
初
に
「
少
女
小
説
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
た
の
は
、

少
年
雑
誌
『
少
年
世
界
』（
博
文
館
）
で
田
中
夕
月
「
水
の
行
方
」（
一
八
九
七
（
明

治
三
〇
）年
一

－
二
月
）
の
冠
辞
と
し
て
だ
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、「
少
女
教
訓
談
」

「
少
女
お
伽
話
」「
少
女
談
」
等
と
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
少
女
小
説
」
は
「
写

実
的
で
小
説
的
結
構
」
を
も
っ
た
物
語
に
使
用
さ
れ
た
と
指
摘
す
る（

（1
（

。

ま
た
、
高
橋
重
美
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の 

少
女
雑
誌
『
少
女
画
報
』

で
「
少
女
小
説
」
と
い
う
肩
書
き
が
あ
る
の
は
、 

今
日
で
は
「
少
女
小
説
」
の
代

名
詞
と
見
な
さ
れ
て
い
る
吉
屋
信
子
の
『
花
物
語
』
で
は
な
く
、
和
田
古
江
の
「
親

ご
こ
ろ
」、
尾
島
菊
子
の
「
う
き
く
さ
」、
田
村
俊
子
の
「
私
の
人
形
」「
河
原
撫
子
」

等
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
少
女
小
説
」
と
称
さ
れ
る
作
品
群
が
有
す
る
特
徴

を
、「
物
語
性
の
度
合
い
に
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
で
言
う
物
語
と
は
虚
構
テ
ク
ス

ト
に
不
可
欠
な
出
来
事
の
流
れ
、「〈
何
／
誰
が

－

ど
う
し
た
〉
の
連
鎖
的
な
記
述

と
し
て
の
筋
を
指
す
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。

目
黒
強
は
、
創
刊
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
か
ら
一
九
一
二（
大
正
元
）年

の
『
少
女
世
界
』
で
「
少
女
小
説
」
と
角
書
き
が
あ
る
作
品
を
調
査
し
、
総
数
が

一
〇
三
作
品
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（1
（

。「
少
女
小
説
」
と
い
う
名
称
は
、

主
な
書
き
手
で
あ
る
沼
田
笠
峰
が
「
少
女
の
柔
ら
か
な
心
に
、
善
い
感
化
を
与
へ

る
と
い
う
目
的
」
か
ら
見
て
「
小
説
よ
り
は
学
校
小
話
」
と
い
う
方
が
適
当
だ
が
、

「
従
来
の
耳
慣
れ
た
言
葉
」
で
あ
る
か
ら
用
い
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る（
（1
（

。
ま
た
、
一

－

一
で
述
べ
た
通
り
、
沼
田
笠
峰
の
「
少
女
小
説
」
を
目
黒
は
課

外
読
み
物
と
捉
え
る
。

二
、「
少
女
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
名
称
と
発
表
媒
体
と
し
て
の
少
女
雑
誌

は
じ
め
に

一

－

二
で
確
認
し
た
通
り
、
先
行
研
究
が
注
目
し
た
の
は
、
角
書
き
の
有
無
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
少
女
小
説
」
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
作
品
の
特
徴
を
は

か
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
同
時
代
の
批
評
の
場
に
お
け
る
作
家
と
編
集
者
の
発
言
か
ら
、「
少

女
小
説
」
と
見
な
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
包
括
さ
れ
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る
範
囲
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
た
い
。

二

－

一
、
「
少
女
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
名
称

戦
前
の
批
評
の
場
で
は
、「
少
年
少
女
小
説
」
を
「
児
童
文
学
」
に
包
括
す
る

と
見
な
す
場
合
と
、
別
個
の
も
の
と
見
な
す
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、「
少
年
文
学
」

や
「
少
年
小
説
」
に
包
括
し
て
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
呼
称
に
つ
い
て
は
、

「
少
年
少
女
小
説
」、「
少
年
少
女
文
学
」、「
少
女
文
学
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

と
り
わ
け
、「
少
女
小
説
」
と
「
少
女
文
学
」
は
、
類
似
の
言
葉
、
言
い
換
え
可

能
な
言
葉
と
し
て
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。

作
家
尾
島
菊
子
は
「
不
自
然
を
避
け
る
こ
と
」（
一
九
一
六（
大
正
五
）年
）
と

題
し
、「
私
な
ど
は
随
分
前
か
ら
少
女
小
説
と
銘
打
た
も
の
を
書
い
て
参
り
ま
し

た
」
と
述
べ
、
ま
た
自
身
が
目
指
す
の
は
「
現
実
的
に
自
然
に
と
心
が
け
て
子
供

の
世
界
を
描
く
と
云
ふ
と
こ
ろ
に
少
年
文
学
の
行
く
べ
き
道
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る（

（1
（

。
尾
島
は
「
少
女
小
説
」
は
「
少
年
文
学
」
に
包
括
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、『
少
年
倶
楽
部
』
の
主
幹
張
尾
穂
草
は
、「
新

し
い
少
年
少
女
文
学

－

所
謂
少
年
少
女
小
説
と
云
ふ
も
の
及
作
家
」（
一
九
一
六

（
大
正
五
）年
）
と
題
し
、
現
在
の
作
品
と
作
家
が
抱
え
る
問
題
、
並
び
に
今
後
の

期
待
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

単
調
な
お
伽
噺
に
満
足
し
き
れ
な
い
少
年
少
女
が
、
徹
頭
徹
尾
感
情
に
訴

へ
る
此
種
の
読
物
を
歓
迎
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
徒
ら
な
る
、

自
覚
な
き
作
家
が
、
相
手
を
侮
つ
た
所
謂
「
楽
な
も
の
」
と
し
て
の
作
物
が

如
何
に
薄
つ
ぺ
ら
で
あ
り
、
且
つ
如
何
に
価
値
の
な
き
。

斯
う
云
ふ
人
々
が
、
今
少
し
研
究
し
、
今
少
し
真
剣
な
態
度
に
出
づ
る
時

初
め
て
真
の
新
し
い
少
年
少
女
文
学
は
生
ま
れ
る
で
あ
ら
う
。

何
れ
と
し
て
も
今
日
は
、
此
種
文
学
に
就
て
大
に
考
ふ
べ
き
時
で
あ
る
。

新
し
い
時
代
の
少
年
少
女
は
、
や
つ
ぱ
り
木
刀
を
振
り
か
ざ
し
て
ヤ
ア
ト

オ
と
云
つ
た
丁
髷
の
英
雄
豪
傑
よ
り
も
、
新
し
い
少
年
小
説
と
か
少
女
小
説

を
好
み
、
新
し
い
科
学
を
応
用
し
た
冒
険
談
、
探
偵
談
を
好
む

（
（1
（

、

ま
ず
、
そ
の
表
題
か
ら
、「
少
年
少
女
文
学
」
を
「
少
年
少
女
小
説
」
と
等
価

に
見
な
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
論
説
中
で
、「
新
し
い
少

年
少
女
文
学
は
生
ま
れ
る
」
で
あ
ろ
う
と
し
、「
新
し
い
時
代
の
少
年
少
女
」
は

「
新
し
い
少
年
小
説
と
か
少
女
小
説
」
を
好
む
と
も
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
後
年
で
あ
る
昭
和
十
年
代
に
、
作
家
北
川
千
代
は
、「
少
女
小
説

の
構
成
と
技
術
」（
一
九
三
四（
昭
和
九
）年
）
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

少
女
文
学
が
愛
情
の
文
学
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
こ
の
点
で
、
作
者
は
母
の

い
た
は
り
を
以
て
少
女
の
心
を
理
解
し
、
慈
し
む
と
同
時
に
、
少
女
の
立
場

か
ら
の
抗
義
や
疑
問
の
、
代
弁
者
と
も
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
点
か
ら
云
つ
て
、
私
は
、
少
女
小
説
の
作
家
は
、
社
会
運
動
の
一
端

を
う
け
持
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
と
考
え
て
ゐ
ま
す

（
（2
（

。

こ
れ
ら
の
論
者
は
「
少
女
文
学
」
と
「
少
女
小
説
」
を
概
ね
同
義
的
に
捉
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
節
と
、
続
く
二

－

二
で
取
り
上
げ
る
資
料
に
限
っ
て
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、「
少
年
少
女
文
学
」
や
「
少
女
文
学
」
が
よ
り
包
括
的
で
あ
り
、

そ
の
中
に
「
少
女
小
説
」
が
含
ま
れ
る
よ
う
だ（

（2
（

。

二

－

二
、
発
表
媒
体
と
し
て
の
少
女
雑
誌
と
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
化

一
九
一
六（
大
正
五
）年
に
、
博
文
館
の
雑
誌
『
中
学
世
界
』
の
主
幹
竹
貫
直
人
、

『
少
女
の
友
』
の
主
幹
星
野
水
裏
、
作
家
尾
島
菊
子
は
、「
少
女
小
説
」
と
そ
の
発

表
媒
体
に
関
し
て
、
次
の
見
解
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

竹
貫
直
人
は
、「
児
童
芸
術
に
就
て
」（
一
九
一
六（
大
正
五
）年
）
と
題
し
、「
い

つ
に
な
つ
た
ら
、
真
実
の
意
味
に
於
て
の
少
年
文
学
の
芽
が
吹
く
だ
ら
う
か
、
そ

れ
を
考
へ
る
と
私
は
心
細
く
て
な
ら
ぬ
。
少
年
少
女
の
雑
誌
は
夥
し
く
あ
る
。

月
々
数
多
く
の
作
物
は
発
表
さ
れ
る
」
と
記
し
て
お
り
、「
少
年
文
学
」
の
発
表

媒
体
と
し
て
「
少
年
少
女
の
雑
誌
」
を
挙
げ
て
い
る（

（2
（

。

ま
た
、
星
野
水
裏
は
、「
真
面
目
な
読
者
は
少
い
」
と
題
し
、
少
女
雑
誌
の
編

集
者
は
、「
ど
う
し
て
も
一
般
の
読
者
を
頭
に
置
い
て
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
た
め
に
、「
文
学
的
な
読
み
物
な
ど
と
云
つ
て
理
想
的
に
の
み
」
に
は
で
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き
な
い
と
述
べ
る（

（2
（

。

ま
た
、
作
家
尾
島
菊
子
は
、
編
集
者
の
側
か
ら
の
注
文
で
、
自
身
の
思
う
よ
う

に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
な
ど
は
随
分
前
か
ら
少
女
小
説
と
銘
打
た
も
の
を
書
い
て
参
り
ま
し

た
。
私
の
目
が
け
て
ゐ
る
の
は
勿
論
芸
術
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
近
頃

皆
さ
ん
が
お
書
き
に
な
る
も
の
は
、
非
常
な
変
化
の
多
い
筋
の
あ
る
も
の
が

多
い
や
う
で
す
。
雑
誌
編
集
者
の
方
か
ら
も
さ
う
云
ふ
も
の
が
読
者
の
受
け

が
好
い
の
で
、
自
然
注
文
な
ど
が
出
て
参
り
ま
し
て
私
な
ど
も
自
分
の
思
ふ

や
う
な
も
の
が
書
け
な
い
と
云
ふ
憾
み
も
ご
ざ
い
ま
す（

（2
（

尾
島
は
、
芸
術
的
な
も
の
が
書
け
な
い
の
は
編
集
者
の
依
頼
に
従
っ
た
結
果
、

す
な
わ
ち
雑
誌
の
側
の
問
題
で
あ
り
作
家
の
問
題
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。「
少

女
小
説
」
の
質
を
決
定
す
る
の
も
と
し
て
、
掲
載
誌
の
意
向
が
大
き
い
と
書
き
手

は
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
少
女
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
と
一
括
り
に
い
っ
て
も
、
様
々
な

差
異
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
付
け
が
生
じ
る
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ
て
も
変
化
し
て
行
く
。

特
に
、
昭
和
戦
前
期
に
至
る
と
、
内
容
も
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
時
代

と
は
質
量
と
も
に
充
実
し
て
行
く
。

『
文
藝
年
鑑
』
に
「
少
年
少
女
文
学
」「
童
話
」「
童
謡
」
の
三
種
が
、
新
し
い

項
目
と
し
て
加
わ
っ
た
の
は
、「
昭
和
五
年
版
」
で
あ
り
、
一
九
二
八（
昭
和
三
）

年
十
一
月

－

一
九
二
九（
昭
和
四
）年
十
月
の
動
向
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、「
少
年
少
女
文
学
概
観
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

少
年
も
の
と
し
て
は
「
少
年
倶
楽
部
」「
少
年
世
界
」「
譚
海
」「
日
本
少
年
」

等
、
少
女
も
の
と
し
て
は
「
少
女
画
報
」「
少
女
倶
楽
部
」「
少
女
世
界
」「
少

女
之
友
」
等
が
現
今
に
於
い
て
は
先
づ
代
表
的
な
雑
誌
で
、
斯
界
不
況
の
声

を
聞
く
こ
と
久
し
い
に
も
拘
ら
ず
何
れ
も
相
当
の
地
盤
、
読
者
を
維
持
し
て

成
績
の
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
は
年
少
者
の
た
め
に
悦
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ

ら
う

（
（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、『
文
藝
年
鑑
』
は
、「
少
女
文
学
」
の
発
表
媒
体
と
し
て
、『
少

女
画
報
』『
少
女
倶
楽
部
』『
少
女
世
界
』『
少
女
の
友
』
等
の
少
女
雑
誌
を
あ
げ

て
い
る
。
ま
た
、「
少
年
少
女
文
学
」
の
書
き
手
と
し
て
、
次
の
作
家
を
あ
げ
て

い
る
。

本
年
度
に
於
い
て
こ
の
方
面
で
比
較
的
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
作
家
を

挙
げ
る
な
ら
ば
、
大
佛
次
郎
、
野
村
胡
堂
、
野
村
愛
正
、
佐
藤
紅
緑
、
国
枝

史
郎
、
吉
川
英
治
、
大
倉
桃
郎
、
高
垣
眸
、
加
宮
貴
一
、
下
村
千
秋
、
吉
田

絃
二
郎
。
北
村
壽
夫
、
白
石
實
三
、
行
友
李
風
、
伊
藤
永
之
介
、
橋
爪
健
、

武
野
藤
介
、
高
桑
義
生
、
福
田
正
夫
、
吉
屋
信
子
、
三
宅
や
す
子
、
額
田

六
福
、
畑
耕
一
、
浅
原
六
朗
、
塚
原
健
二
郎
、
直
木
三
十
五
、
本
地
正
輝
、

水
谷
ま
さ
る
、
大
木
篤
夫
、
長
谷
川
浩
三
、
斉
藤
龍
太
郎
、
北
川
千
代
、

小
島
政
二
郎
、
加
藤
武
雄
、
新
井
紀
一
、
伊
福
部
隆
輝
、
佐
藤
八
郎
、
安
藤

盛
、
広
瀬
操
吉
（
以
上
順
序
不
同
）
等
は
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
ら
う

（
（2
（

。

実
に
、
多
様
な
作
家
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。「
少
年
少
女
文
学
」
の
多
様
な

広
が
り
が
汲
み
取
れ
る
。

そ
の
翌
年
の
昭
和
六
年
版
の
『
文
藝
年
鑑
』
に
お
け
る
「
少
年
少
女
文
学
概
観
」

は
、
一
九
二
九（
昭
和
四
）年
十
一
月

－

一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
九
月
の
動
向
を
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

少
年
少
女
文
学
と
は
、
少
年
雑
誌
少
女
雑
誌
等
に
掲
げ
ら
れ
た
読
も
の
一

切
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
年
度
の
こ
の
方
面
を
通
観
す
る
に
、
相
変
ら
ず
各

雑
誌
と
も
競
争
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
長
編
も
の
」
を
連
載
し
て
之
を
一
種
の

呼
び
も
の
と
し
て
ゐ
る
観
が
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
長
篇
は
勿
論
、
各
読

も
の
を
大
別
し
て
、
小
説
、
大
衆
も
の
、
滑
稽
も
の
（
ユ
ー
モ
ア
も
の
）、

探
偵
も
の
、
物
語
も
の
な
ど
に
分
け
て
考
へ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る

（
（2
（

。

　「
少
年
少
女
文
学
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
、「
小
説
、
大
衆
も
の
、
滑
稽
も
の

（
ユ
ー
モ
ア
も
の
）、
探
偵
も
の
、
物
語
も
の
」
等
に
、
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
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考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
続
け
て
、「
少
年
少
女
文
学
一
覧
」
で
、
そ
の
区
分
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
１
）
少
年
小
説
、
少
女
小
説
少
年
少
女
読
物
の
他
に
大
衆
文
芸
、
探
偵
小

説
の
銘
あ
る
も
の
で
も
、
少
年
少
女
雑
誌
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の

は
、
す
べ
て
こ
ゝ
に
収
め
た
。
詩
、
童
話
、
童
謡
は
そ
れ
ぞ
れ
別
項

に
あ
る
。

（
２
）「
少
女
画
報
」「
少
女
倶
楽
部
」「
少
女
世
界
」「
少
女
の
友
」「
少
年

倶
楽
部
」「
少
年
世
界
」「
日
本
少
年
」
等
は
全
部
取
扱
は
れ
て
ゐ
る

か
ら
、
こ
の
方
面
は
大
体
に
於
い
て
全
部
網
羅
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
つ

て
い
い
で
あ
ら
う

（
（2
（

。

少
年
少
女
雑
誌
の
中
に
も
、「
少
年
少
女
小
説
」
と
異
な
る
読
み
物
が
あ
る
と

見
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
を
全
て
包
括
し
て
「
少
年
少
女
文
学
」
と
し
て
括
る
の

だ
と
い
う
。「
少
年
少
女
文
学
」
が
よ
り
包
括
的
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
年
版
で
は
、
作
家
の
紹
介
も
一
括
り
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
版
は
次

の
よ
う
に
作
家
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

「
大
衆
も
の
が
特
に
目
立
つ
て
少
年
少
女
読
も
の
界
に
入
つ
て
き
た
の
は
、
こ

こ
三
、
四
年
来
の
傾
向
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
書
き
手
と
し
て
「
野
村
胡
堂
、

大
佛
次
郎
、
吉
川
英
治
、
行
友
李
風
、
平
山
蘆
江
、
安
藤
盛
、
な
ど
が
主
と
し
て

仕
事
を
し
た
人
々
で
あ
る
。
次
に
滑
稽
も
の
で
は
、
佐
々
木
邦
、
寺
尾
幸
夫
、
サ

ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
等
が
あ
り
、
探
偵
も
の
で
は
大
下
宇
陀
児
、
甲
賀
三
郎
等
」
を
挙

げ
て
い
る（

（3
（

。

ま
た
、「
一
般
少
年
小
説
、
少
女
小
説
で
相
当
ま
と
ま
っ
た
仕
事
を
し
た
人
々

に
は
、
吉
屋
信
子
、
佐
藤
紅
緑
、
菊
池
幽
芳
、
吉
田
絃
二
郎
、
加
藤
武
雄
、
野
村

愛
正
、
小
島
政
二
郎
、
高
垣
眸
、
畑
耕
一
、三
宅
や
す
子
、
菅
原
寛
、
三
上
於
菟
吉
、

山
中
峰
太
郎
、
塚
原
健
二
郎
、
福
田
正
夫
、
水
谷
ま
さ
る
等
」
が
あ
る
と
述
べ

る（
（3
（

。興
味
深
い
の
は
、「
一
般
少
年
小
説
、
少
女
小
説
」
と
し
て
「
一
般
」
と
い
う

言
葉
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
一
般
」
す
な
わ
ち
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と

し
て
の
「
少
年
小
説
、
少
女
小
説
」
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
分
す
る
に
あ
た
っ

て
、『
文
藝
年
鑑
』
が
用
い
た
の
は
、
作
家
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ

た
。な

お
、『
文
藝
年
鑑
』
は
、
大
衆
も
の
が
目
立
っ
て
入
っ
て
き
た
の
は
「
こ
こ

三
、四
年
来
の
傾
向
」
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
既
に
見
た
通
り
、
張
尾
穂
草
は
、

一
九
一
六（
大
正
五
）年
に
、「
新
し
い
時
代
の
少
年
少
女
は
、
や
っ
ぱ
り
例
の
木

刀
を
振
り
か
ざ
し
て
ヤ
ア
ト
オ
と
云
つ
た
丁
髷
の
英
雄
豪
傑
よ
り
も
、
新
し
い
少

年
小
説
と
か
少
女
小
説
を
好
み
、
新
し
い
科
学
を
応
用
し
た
冒
険
談
、
探
偵
談
を

好
む
、（

（3
（

」
と
記
し
て
い
る
。
大
正
五（
一
九
一
六
）年
に
す
で
に
、「
冒
険
談
」「
探

偵
談
」
は
人
気
を
得
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

三
、
編
集
者
に
よ
る
少
女
雑
誌
観
―
沼
田
笠
峰
と
『
少
女
世
界
』

少
女
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
「
少
女
文
学
」
だ
と
す
る
見
方
が
、
当
時
の

出
版
人
に
と
っ
て
は
一
般
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た（

（3
（

。

こ
こ
で
、
沼
田
笠
峰
の
少
女
雑
誌
観
を
確
認
し
た
い
。『
少
女
世
界
』
は
、

明
治
末
に
お
い
て
、
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
少
女
雑
誌
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
六（
明
治
三
九
年
）
創
刊
、
一
九
三
一（
昭
和
六
年
）
終
刊
、
主
筆
は
発
刊

当
初
は
巌
谷
小
波
の
監
督
の
も
と
で
海
賀
変
哲
が
、
二
巻
か
ら
は
沼
田
笠
峰
が
務

め
て
い
る（

（3
（

。

「
少
女
小
説
」
の
掲
載
元
で
あ
る
、
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
に
つ
い
て
、

『
少
女
世
界
』
の
編
集
者
沼
田
笠
峰
は
、「
反
物
と
小
巾
類
」
と
題
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
諸
嬢
が
学
校
で
お
読
み
に
な
る
教
科
書
は
、
尺
の
あ
る
反
物
で
、

課
外
の
読
み
も
の
と
し
て
の
雑
誌
は
、
小
巾
類
の
や
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
思
ひ
ま
す
。

雑
誌
は
綺
麗
で
す
、
而
し
て
役
に
立
つ
記
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
歴
史
談
も
あ
り
、
理
科
談
も
あ
り
、
修
身
談
も
あ
り
、
旅
行
記
も
あ

る
と
い
ふ
有
様
で
、
ち
や
う
ど
色
さ
ま

〲
に
美
し
い
小
巾
類
を
集
め
た
や

う
な
眺
め
で
す
。
而
も
そ
の
記
事
を
読
み
ま
す
と
、
知
識
を
広
め
、
思
想
を
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高
尚
に
し
、
趣
味
を
清
新
に
す
る
と
い
ふ
利
益
が
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

雑
誌
の
記
事
は
切
れ

〲
で
す
。
地
理
や
歴
史
の
お
話
が
あ
つ
て
も
、
そ

の
中
の
一
部
分
、
一
事
蹟
が
記
さ
れ
て
あ
る
だ
け
で
、
全
体
に
渉
る
や
う
な

こ
と
は
、
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
、
雑
誌
ば
か
り
を
読
ん
で
居
り

ま
す
と
、
ど
う
も
知
識
が
切
れ

〲
に
な
り
易
い
の
で
す
。
ま
と
ま
っ
た
学

問
を
し
よ
う
と
思
ふ
に
は
、
や
は
り
秩
序
正
し
い
教
科
書
に
倚
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん

（
（3
（

。

沼
田
笠
峰
は
「
雑
誌
は
、
小
布
類
」
と
喩
え
て
お
り
、
こ
れ
は
「
知
識
が
切
れ

〲
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
あ
り
、「
ま
と
ま
っ
た
学
問
を
し
よ
う
と
思
ふ
に
は
、

や
は
り
秩
序
正
し
い
教
科
書
に
倚
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
学
校

教
育
の
基
本
線
に
沿
い
な
が
ら
、
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た
場
面
で
の
幼
少
年
教
育

を
標
榜
し
た
『
少
年
園
』
や
『
少
国
民
』
は
、
一
八
九
五（
明
治
二
八
）年
に
発
行

停
止
を
命
じ
ら
れ
消
え
て
お
り
、
政
治
批
判
を
す
る
こ
と
で
、
厳
し
い
弾
圧
を
う

け
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
雑
誌
編
集
者
に
は
、

学
校
教
育
の
精
神
に
背
馳
し
な
い
姿
勢
が
定
着
し
て
お
り
、
沼
田
笠
峰
も
同
様
で

あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
と
続
橋
は
述
べ
る（

（3
（

。
な
お
、
沼
田
笠
峰
の
「
少
女
小
説
」

を
課
外
読
み
物
と
、
目
黒
強
は
見
な
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一

－

一
、一

－

二
で
指

摘
し
た
通
り
で
あ
る（

（3
（

。

「
教
科
書
」
こ
そ
が
正
当
だ
と
し
て
も
、
雑
誌
に
も
存
在
意
義
が
あ
る
と
、

沼
田
笠
峰
は
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
娯
し
み
に
も
な
り
、
利
益
に
も
な
る
」

こ
と
、
そ
の
上
で
「
知
識
を
広
め
、
思
想
を
高
尚
に
し
、
趣
味
を
清
新
に
す
る
と

い
ふ
利
益
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
教
科
書
を
読
む
傍
ら
に
は
、
雑
誌
を

読
ん
で
、
高
雅
な
趣
味
を
養
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
明
言
し
て
も
い
る（

（3
（

。

な
お
、
沼
田
笠
峰
は
、
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
に
博
文
館
を
退
社
し
、
頌
栄

高
等
女
学
校
の
校
長
と
し
て
招
か
れ
、
以
降
は
教
育
界
で
活
躍
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
出
版
界
と
教
育
界
と
い
う
、
時
に
は
相
反
し
が
ち
な
価
値
観
を
持

つ
両
者
を
、
巧
み
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
繋
い
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

戦
前
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
「
少
女
小
説
」
と
は
、
少
女
雑
誌
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
と
い
う
媒
体
に
結
び
つ
い
た
見
方
が
な
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
少
女

雑
誌
の
内
部
で
も
、
様
々
な
差
異
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
付
け
が
生
じ
た
。
書
き
手
に

よ
っ
て
、
ま
た
編
集
者
に
よ
っ
て
、
何
を
「
少
女
小
説
」
と
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
は
見
解
の
差
異
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
現
代
の
「
少
女
小
説
」
研
究
に

お
い
て
も
、
研
究
者
毎
に
「
少
女
小
説
」
に
対
し
て
、
様
々
な
見
方
が
な
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
ま
で
の
議
論
は
、
批
評
的
言
説
を
辿
る
こ
と
で
、「
少
女
小
説
」
と
い
う

用
語
の
定
義
、
ま
た
何
が
「
少
女
小
説
」
と
さ
れ
る
の
か
、
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
少
女
小
説
」
の
書
き
手
や
編
集
者
が
、
ど
の
よ
う

な
「
少
女
小
説
」
を
記
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
、
個
別
の
作
品
分
析
と
接
続

し
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・
年
号
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
期
つ
い
て
、
本
文
中
で
言
及
す
る
時
は
原

則
的
に
西
暦
と
併
記
し
た
。
但
し
注
に
お
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
本
文
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
お
よ
び
現
代
仮
名
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固

有
名
詞
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
の
漢
字
、
変
体
仮
名
及
び
異
体
仮
名
ま
た
異
体
字
等

は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
、
常
用
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
の
場

合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
括
弧
は
、
明
ら
か
な
誤

り
以
外
は
原
文
表
記
を
基
本
と
し
た
。
振
り
仮
名
、
強
調
記
号
に
つ
い
て
は
原

文
に
従
わ
ず
、
適
宜
省
略
し
た
。
引
用
文
の
傍
線
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

（
謝
辞
）
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 19K

00362 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
注
）

（
１
）　

無
署
名
「
は
じ
め
に
」
岩
淵
宏
子
他
編
『
少
女
小
説
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
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二
〇
一
五
年
、
一
頁
。

（
２
）　

千
野
帽
子
「
評
論
」
同
前
、
三
四
七

－

三
四
八
頁
。

（
３
）　

本
稿
の
着
想
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
第
四
三
回
日
本
児
童
文
学

学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
目
黒
強
に
よ
る
『〈
児
童
文
学
〉
の
成
立
と
課
外

読
み
物
の
時
代
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
に
つ
い
て
書
評
を
記
し
た

こ
と
で
あ
る
（『
子
ど
も
社
会
研
究
』
二
六
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）。
そ
の

際
は
、
研
究
史
や
同
時
代
資
料
等
に
つ
い
て
、
紙
幅
の
都
合
で
十
分
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
書
評
と
い
う
性
質
上
、
当
該
書
籍
に
議
論

を
集
中
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
こ
か
ら
啓
発
さ
れ
考
え
る
に

至
っ
た
、「
少
女
小
説
」
に
関
す
る
考
察
の
一
端
を
、
本
稿
に
ま
と
め
る
こ

と
に
し
た
。

（
４
）　

菅
聡
子
「〈
少
女
小
説
〉
と
は
何
か
」
菅
聡
子
編
『〈
少
女
小
説
〉
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
―
明
治
か
ら
平
成
ま
で
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
六
頁
。

（
５
）　

岩
淵
他
前
掲
書
、
一
頁
。

（
６
）　

大
橋
崇
行
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
か
ら
見
た
少
女
／
少
年
小
説
史
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
四
年
、
二
〇
頁
。

（
７
）　

同
前
、
一
九
頁
。

（
８
）　

同
前
、
七
七
頁
。

（
９
）　

同
前
、
一
八
頁
。

（
10
）　
『
乙
女
の
港
』
の
執
筆
経
緯
に
関
し
て
は
、
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
中
嶋

展
子
「
川
端
康
成
『
乙
女
の
港
』
論
―｢

魔
法｣

か
ら｢

愛｣
へ
・
中
里

恒
子
草
稿
と
の
比
較
か
ら
」『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀

要
』
第
二
九
巻
、
二
〇
一
〇
年
三
月
（
中
嶋
展
子
『
川
端
文
学
の
「
を
さ

な
ご
こ
ろ
」
と
「
む
す
め
ご
こ
ろ
」
―
昭
和
八
年
を
中
心
に
』
龍
書
房
、

二
〇
一
一
年
、
所
収
）。

（
11
）　

目
黒
強
『〈
児
童
文
学
〉
の
成
立
と
課
外
読
み
物
の
時
代
』
和
泉
書
院
、

二
〇
一
九
年
、
三
頁
。

（
12
）　

同
前
、
一

−

二
頁
。

（
13
）　

同
前
、
二
頁
。　

（
14
）　

久
米
依
子
『「
少
女
小
説
」
の
生
成
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の

世
紀
』
青
弓
社
、
二
〇
一
三
年
、
三
二
頁
、
一
〇
七

－

一
〇
八
頁
。

（
15
）　

高
橋
重
美
「
夢
の
主
体
化
―
吉
屋
信
子
『
花
物
語
』
初
期
作
の
〈
抒
情
〉

を
再
考
す
る
」『
日
本
文
学
』
第
五
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
、
二
六
頁
。

（
16
）　

目
黒
前
掲
書
、
二
五
三
、
二
八
五

－

二
九
〇
頁
。

（
17
）　

同
前
、
二
五
四

−

二
五
六
頁
。
な
お
、
続
橋
達
雄
は
、
一
九
〇
七（
明
治

四
〇
）年
の
『
少
女
界
』
で
は
、
す
で
に
「
少
女
文
学
・
少
女
小
説
」
の
こ

と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
少
女
小
説
」
と
い
う
角
書
は
読
者
対

象
を
明
示
す
る
機
能
を
有
し
た
と
先
駆
的
に
指
摘
し
て
い
る
（
続
橋
達
雄

「
沼
田
笠
峰
の
『
わ
か
草
』
に
つ
い
て
」『
国
学
院
大
学
栃
木
短
大
紀
要
』
七

号
、
一
九
七
三
年
（
再
録　

日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
編
『
児
童
文
学
』

有
精
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
、
一
〇
五
頁
））。

（
18
）　

尾
島
菊
子
「
不
自
然
を
避
け
る
こ
と
」『
處
女
』
第
一
二
巻
第
一
二
号
、

女
子
文
壇
社
、
一
九
一
六
年
一
月
、
一
六
五
頁
。

（
19
）　

張
尾
穂
草
「
新
し
い
少
年
少
女
文
学
―
所
謂
少
年
少
女
小
説
と
云
ふ
も

の
及
作
家
」『
處
女
』
第
一
二
巻
第
一
二
号
、
女
子
文
壇
社
、
一
九
一
六
年

一
月
、
一
七
一
頁
。

（
20
）　

北
川
千
代
「
少
女
小
説
の
構
成
と
技
術
」
前
本
一
男
編
『
日
本
現
代
文
章

講
座
』
第
五
巻
、
厚
生
閣
、
一
九
三
四
年
、
一
〇
四
頁
。

（
21
）　

さ
ら
に
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
い
分
け
す
る
場
合
も
あ

り
、
シ
ュ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

（
22
）　

雑
誌
『
處
女
』
誌
上
の
特
集
「
新
ら
し
き
少
年
少
女
文
学
に
就
い
て
―

（
十
与
名
家
の
感
想
）」
か
ら
、
引
用
し
示
し
て
る
。
特
集
の
趣
旨
か
ら
見
て
、

こ
の
三
者
の
見
解
は
「
少
年
少
女
文
学
」
の
創
作
及
び
編
集
に
携
わ
る
立
場

か
ら
の
発
言
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
18
、
注
19
も
同
特
集
か
ら
の
引
用

で
あ
る
）。
こ
こ
で
、
星
野
と
尾
島
は
、「
雑
誌
」
と
し
か
記
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
種
別
を
明
言
し
て
い
な
い
が
文
脈
的
に
見
て
、
少
女
雑
誌
と
捉
え
て
良

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
執
筆
者
の
片
書
き
は
、
同
特
集
の
記
載
に
基

づ
い
て
い
る
。

（
23
）　

竹
貫
直
人
「
児
童
芸
術
に
就
て
」『
處
女
』
第
一
二
巻
第
一
二
号
、
女
子

文
壇
社
、
一
九
一
六
年
一
月
、
一
五
九
頁
。



渡部周子：「少女小説」とはなにか －8－

（
24
）　

星
野
水
裏
「
真
面
目
な
読
者
は
少
い
」『
處
女
』
第
一
二
巻
第
一
二
号
、

女
子
文
壇
社
、
一
九
一
六
年
一
月
、
一
六
六
頁
。

（
25
）　

尾
島
前
掲
文
。

（
26
）　

無
署
名
「
少
年
少
女
文
学
概
観
」
文
藝
家
協
会
編
『
文
藝
年
鑑
』
昭
和
五

年
版
、
新
潮
社
出
版
、
一
九
三
〇
年
、
二
〇
九
頁
。

（
27
）　

同
前
。

（
28
）　

無
署
名
「
少
年
少
女
文
学
概
観
」
文
藝
家
協
会
編
『
文
藝
年
鑑
』
昭
和
六

年
版
、
新
潮
社
出
版
、
一
九
三
〇
年
、
一
六
六
頁
。

（
29
）　

同
前
、
一
六
七
頁
。

（
30
）　

同
前
、
一
六
六
頁
。

（
31
）　

同
前
。

（
32
）　

張
尾
前
掲
文
。

（
33
）　

こ
の
他
の
重
要
な
要
素
が
、
翻
訳
小
説
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
若
松
賤
子

の
翻
訳
小
説
は
、
少
女
小
説
史
の
流
れ
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
菅

聡
子
は
、『〈
少
女
小
説
〉
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
で
、「
現
在
の
〈
少
女
小

説
〉
と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
若
松
賤
子
に
よ
る
翻
訳
小
説
の
発

表
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
雑
誌
『
女
学
雑
誌
』
を
舞
台
に
、
現
在
で
も
愛
読

さ
れ
て
い
る
海
外
少
女
小
説
を
日
本
に
紹
介
し
ま
し
た
。
一
八
九
〇
（
明

治
二
三
）
年
か
ら
連
載
さ
れ
た
『
小
公
子
』（
バ
ー
ネ
ッ
ト
、
原
題“

Little 
Lord Fauntleroy”

）
は
そ
の
代
表
的
な
一
作
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
（
菅

前
掲
書
、
八
頁
）。
ま
た
、
久
米
依
子
は
、『「
少
女
小
説
」
の
生
成
』
で
、

「
バ
ー
ネ
ッ
ト
原
作
の
『
小
公
子
』
の
翻
訳
で
著
名
だ
っ
た
若
松
賤
子
の

訳
に
よ
る
「
セ
イ
ラ
、
ク
ル
ー
の
話
」
は
、『
小
公
女
』
の
初
期
系
のSara 

C
rew

e, or W
hat H

appened at M
iss M

inchin’s

（
一
八
八
八
年
）
を
訳
出

し
た
も
の
で
、
不
遇
な
少
女
が
才
覚
と
想
像
力
と
幸
運
に
よ
っ
て
苦
境
か
ら

脱
す
る
物
語
で
あ
る
。
女
性
作
家
と
女
性
翻
訳
家
に
よ
る
、
少
女
を
主
人
公

と
し
た
少
女
の
た
め
も
文
学
、
と
呼
び
う
る
作
だ
っ
た
」
と
述
べ
る
（
久
米

前
掲
書
、
五
三
頁
）。
ま
た
、
昭
和
戦
前
期
の
資
料
を
辿
る
と
、
村
岡
花
子

は
「
少
女
文
学
に
つ
い
て
」
で
、「
若
草
物
語
」
が
「
直
ぐ
念
頭
に
浮
ん
で

来
ま
す
」
と
述
べ
る
。
英
米
の
小
説
の
場
合
は
、「
少
年
少
女
文
学
と
し
て

標
準
の
読
物
と
さ
れ
て
ゐ
る
作
品
の
大
部
分
が
、
特
に
少
年
少
女
の
対
象
と

し
て
書
か
れ
た
と
云
ふ
わ
け
で
も
な
く
、
唯
、
内
容
の
健
全
さ
、
何
等
か
の

意
味
に
於
て
の
良
き
指
導
性
に
富
ん
で
ゐ
る
点
を
以
つ
て
、
選
ば
れ
る
」
と

い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（「
少
女
文
学
に
つ
い
て
」『
書
窓
』
第
二
巻

第
四
号
、
日
本
愛
書
会
書
窓
発
行
所
、
一
九
三
六
年
一
月
、
三
〇
九
頁
）。

吉
屋
信
子
は
、『
小
さ
き
花
々
』
の
中
で
、「
外
国
の
少
女
小
説
」
を
次
の
よ

う
に
読
者
に
紹
介
し
て
い
る
。「
外
国
の
少
女
小
説
（
少
女
を
主
題
と
し
て

書
か
れ
た
作
品
）
と
は
、
ど
ん
な
の
か
し
ら
？
み
な
さ
ま
は
、
そ
れ
を
知

り
度
い
と
お
思
ひ
に
な
る
事
が
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
昨
年
の
秋
の
「
少
女
の

友
」
の
附
録
の
（
リ
ツ
ツ
ル
・
ウ
イ
メ
ン
）
も
オ
ー
ル
コ
ツ
ト
女
史
の
作
品

で
、
金
髪
の
緑
の
眼
の
四
人
姉
妹
の
物
語
で
、
海
の
向
う
の
お
国
の
少
女
の

生
活
を
描
か
れ
て
居
り
ま
し
た
。
あ
の
物
語
は
古
く
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

に
知
ら
れ
て
居
る
有
名
な
作
品
で
し
た
が
、
あ
ん
な
に
長
く
な
い
短
編
で
、

そ
し
て
少
女
の
心
持
を
描
い
た
外
国
の
女
流
作
家
、
キ
ヤ
ザ
リ
ン
・
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
女
史
の
一
つ
の
作
品
を
こ
ゝ
に
お
話
し
い
た
し
ま
せ
う
。
そ
れ

は
（
人
形
の
家
）
と
題
す
る
作
品
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
吉
屋
信
子
『
小
さ
き

花
々
』
實
業
之
日
本
社
、
一
九
三
六
年
、
一
七
九
頁
）。

（
34
）　

横
川
寿
美
子
「
少
女
世
界
」
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
『
日
本
児
童
文
学

大
事
典
』
第
二
巻
、
大
日
本
図
書
、
一
九
九
三
年
、
五
六
二

−

五
六
三
頁
。

目
黒
前
掲
書
、
一
三
一
頁
。

（
35
）　

沼
田
笠
峰
「
反
物
と
小
巾
類
」『
少
女
ス
ケ
ツ
チ
』
博
文
館
、
一
九
一
〇
年
、

一
九
三

−

一
九
四
頁
。

（
36
）　

続
橋
前
掲
論
文
、
一
〇
六
頁
。

（
37
）　

続
橋
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
の
精
神
に
背
馳
し
な
い
こ
と
が
幼

少
年
雑
誌
の
編
集
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
〇

−

一
九
一
〇
年
代
は
、「
小

説
」
の
社
会
的
地
位
は
、
規
制
と
教
育
的
利
用
と
の
間
で
揺
れ
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
と
目
黒
は
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、「
一
九
一
一
年
に
良
書
の
選
定

を
目
的
の
一
つ
と
し
た
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
巌
谷
小
波
が

委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
課
外
読
み
物
を
正
当
化
す
る
制
度
的
基
盤

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
」
こ
と
に
よ
る
（
目
黒
強
「
メ
デ
ィ
ア
有
害
論
か
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ら
み
た
『
少
女
世
界
』
に
お
け
る
女
学
生
像
―「
少
女
小
説
」
と
「
演
劇
」
を

中
心
と
し
て
」『
国
際
児
童
文
学
館
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、

二
頁
）。

（
38
）　

沼
田
前
掲
書
、
一
九
四

−

一
九
五
頁
。

（
39
）　

続
橋
達
雄
「
沼
田
笠
峰
」
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
『
日
本
児
童
文
学
大

事
典
』
第
二
巻
、
大
日
本
図
書
、
一
九
九
三
年
、
五
二

−

五
四
頁
。
こ
こ
ま

で
で
挙
げ
た
文
献
の
他
に
、
沼
田
笠
峰
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
も
の
と
し

て
、
永
井
紀
代
子
「
誕
生
・
少
女
た
ち
の
解
放
区
―『
少
女
世
界
』
と
「
少

女
読
書
会
」」（
鶴
見
和
子
ほ
か
監
修
、
奥
田
暁
子
編
『
女
と
男
の
時
空
ｖ
』

藤
原
書
店
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

（
受
稿 

二
〇
二
二
年
九
月
三
〇
日
、
受
理 

二
〇
二
二
年
十
一
月
九
日
）




